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計
画
的
に
内
水
対
策
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
更
新
作
業
中
の
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
避
難
場
所

表
記
に
つ
い
て
は
、
一
時
避
難
場

所
と
宿
泊
可
能
な
二
次
避
難
場
所

を
分
か
り
や
す
く
区
別
で
き
る
記

号
に
修
正
す
る
予
定
で
あ
る
。

○
農
家
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ

い
て

問
１
年
を
通
し
て
農
家
の
畑
を

利
用
し
た
農
家
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
田
舎
料
理
の
提
供
を
考
え
て

は
ど
う
か
伺
う
。

答
田
舎
料
理
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
で
旬
の
食

材
を
活
か
し
た
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

で
提
供
で
き
る
か
、
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
く
。
な
お
、
本
市
に

お
い
て
は
、
旬
の
食
材
を
活
か
し

た
惣
菜
を
「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
の
加

工
部
会
で
商
品
開
発
し
つ
つ
提
供

し
て
い
る
が
、
萱
場
地
区
に
お
い

て
、
地
元
の
食
材
を
活
か
し
た
農

家
直
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
設
さ

れ
て
い
る
。
今
後
は
、
地
元
食
材

を
活
か
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
が

増
設
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
い
く
。

域
に
つ
い
て
は
、
道
路
排
水
を
含

む
周
辺
地
域
の
調
査
を
行
い
、
有

効
な
対
策
を
検
討
し
、
市
民
生
活

に
与
え
る
影
響
の
大
き
い
と
こ
ろ

な
ど
緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

実
施
し
て
い
き
た
い
。

○
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

問
将
来
、
都
市
部
へ
の
流
出
な

ど
で
若
年
女
性
、
高
齢
者
数
が
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、
若
年

女
性
や
高
齢
者
の
方
々
に
と
っ
て

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思

う
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
何
か
対
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
本
市
で
は
、「
い
き
い
き
す
こ

や
か
運
動
教
室
」
や
「
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」
に
よ
り
介
護
予
防
を
推

進
し
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
見
守
り
体
制
の
確

立
を
図
る
な
ど
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
生
き
が
い
対

策
と
し
て
、
長
寿
ク
ラ
ブ
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
及
び
生
涯
大

学
校
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、介
護
施
設
に
つ
い
て
は
、

茂
原
市
民
の
み
が
入
所
で
き
る
施

設
と
し
て
、
地
域
密
着
型
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
３
施
設
と
、
通

い
・
訪
問
・
宿
泊
を
組
み
合
わ
せ

た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
２
施
設
等
の
整

備
を
今
年
度
末
ま
で
に
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
日
常
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
地
域
密
着
型
施
設
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
問
題
対
策
に

つ
い
て
は
、
メ
ン
バ
ー
を
一
新
し

た
若
手
職
員
21
名
か
ら
成
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
改
め
て
設
置

し
、
本
年
度
は
、
特
に
若
い
世
代

が
本
市
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

施
策
に
つ
い
て
、
同
世
代
の
柔
軟

な
発
想
を
生
か
し
て
幅
広
く
検
討

し
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

佐
藤　

栄
作
議
員

（
公
明
党
）

○
水
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

問
本
市
の
浸
水
被
害
軽
減
の
た

め
の
具
体
策
は
。
ま
た
、
更
新
さ

れ
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
避
難
所
を
示
す
記
号
を
分

か
り
や
す
い
表
記
に
変
更
す
る
予

定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
県
が
行
う
一
宮
川
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
阿
久
川
合
流
点
付
近

か
ら
第
二
調
節
池
付
近
ま
で
の
堆

積
土
撤
去
、
瑞
沢
川
合
流
点
付
近

か
ら
鶴
枝
川
合
流
点
の
上
流
付
近

ま
で
の
メ
ダ
ケ
伐
採
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
阿
久
川
合
流
点

付
近
か
ら
第
二
調
節
池
付
近
ま
で

の
堤
防
に
、
土
嚢
積
み
に
よ
る
嵩

上
げ
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

市
が
行
う
内
水
対
策
と
し
て

は
、「
準
用
河
川
鹿
島
川
の
堤
防

嵩
上
げ
工
事
」、「
酒
盛
橋
付
近
の

豊
田
川
に
あ
る
樋
管
に
逆
流
防
止

ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
工
事
」
及
び

「
茂
原
第
一
自
動
車
教
習
所
付
近

に
集
中
す
る
排
水
を
上
流
側
で
分

散
さ
せ
る
工
事
」
の
３
箇
所
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
準
用
河
川

鹿
島
川
及
び
梅
田
川
の
堆
積
土
撤

去
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
水
門

10
箇
所
に
つ
い
て
も
、
一
宮
川
の

治
水
対
策
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

田
畑　
　

毅
議
員

（
も
ば
ら
21
）

○
台
風
に
よ
る
水
害
に
つ
い
て

問
市
は
、
台
風
に
よ
る
水
害
で
、

河
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
と
道
路

排
水
問
題
な
ど
の
内
水
問
題
に
よ

る
水
害
は
別
な
も
の
と
考
え
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
道
路
排
水
問
題

な
ど
の
内
水
問
題
に
よ
る
水
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
道
路
排
水
に
問
題
が
あ
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
に

お
い
て
排
水
対
策
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

昨
年
の
台
風
26
号
で
内
水
に
よ

る
道
路
冠
水
被
害
が
発
生
し
た
地


